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トパネル搭載型デジタルマンモグラフィ Senographe 2000D の販売を開始して以来、今日販売されてい
る Senographe Essential シリーズまで、バス検診／施設検診／精密検査などの分野で 350 台以上が稼
働しています。 
今回はデジタルマンモグラフィの装置の診断能と GE 製デジタルマンモグラフィ装置 Senographe 




2005 年 9 月に ACRIN(American College of Radiology Imaging Network）が行った臨床試験
（DMIST: Digital Mammography Imaging Screening Trial）が発表されました。ACRIN とは、臨床
試験を通じて画像診断の技術と質の向上に貢献することを目的とする専門家団体です。 







す（出展： New England Journal of Medicine on Sep16,2005）。 
 
2．Senographe Essential シリーズの特長 
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 2010 年に販売を開始しております、GE 製 Senographe Essential シリーズの特徴である、 
①Ergonomic Design、②Image Quality at Low Dose、③Connectivity & Workflow、④ Interventional
の 4 点についてご説明いたします。 
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装置も X 線スペクトルを決める大きな要素であり、GE では Mo と Rh の二重陽極を用いています。
ソフトウェア面では、画像復元技術 Fine View と画像処理機能である、組織均一化処理・ティッシュ
イコライゼーション、コントラスト最適化ソフトウェア・プレミアムビューが大きな点として挙げら
れます。 






























図 3：Fine View 技術 
図 4：RAW 画像と TE 画像の原理 
図 5：TE、PV、PV-Japan の画像 
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この PV 処理では、積極的な、マルチ周波数強調やダイナミックレンジ圧縮などを行っています。図 6
のように、乳腺、腫瘤や石灰化などの辺縁や構造情報を強調して、見やすくするとともに、乳腺と脂肪
層間のコントラストなどを圧縮し、ビューワ観察時の WW/WL などの調整を極力減らすことで観察効率
を改善しています。PV について、TE 処理に比較して、石灰化検出能が 31%向上し、観察時間が 1/3
に短縮されたという報告もあります（図 7）。 





③ Connectivity & Workflow：検査効率の向上 




で迅速に CAD プロセッサーに送信し、CAD プロセッサーで自動解析し、その結果をネットワーク経由













図 7：PV 処理の効果 図 6：PV と PV-J の原理 
 
図 8：CAD の運用方法






















3．造影マンモグラフィ SenoBright ＊オプション 
新しい診断方法のための新たなツールとして、デ
ュアルエナジーサブトラクションを用いた造影マン
















図 9：バイオプシ検査可能な Senographe Essential 
アジア女性に多いといわれる乳腺密度の高い乳房の症例従来のマンモグ
ラフィ画像では乳腺に重なっていた病変部も CESM 画像では明瞭に描出 
（画像提供及びコメント：三河乳がんクリニック院長 水谷三浩先生） 
図 10：CESM 検査方法とイメージ 















薬事販売名：セノグラフ 2000DS シリーズ 
医療機器認証番号：21600BZY00218000  
Senographe Essential は、上記医療機器の類型「2000DS-S Essential」 
Senographe Essential-f は、上記医療機器の類型「2000DS-S Essential」 
Senographe Essential-e は、上記医療機器の類型「2000DS-M Essential」 
 
薬事販売名：コンピュータ検出支援装置 SLD 
医療機器承認番号：21900BZY00043000 
